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本書の概要

内容 備考

技術仕様書 TI436P 技術データ

- この ド キ ュ メ ン ト は CD マニュ アルに記

載されています。 

- この ド キ ュ メ ン ト はまた、 イ ン ターネ ッ

ト から入手でき ます。 

→www.endress.com →Download を参照し て

く ださい （英文のみ）。

取扱説明書  BA385P - 識別情報

- 設置

- 配線

- 操作

- 設定

- 設定例

- パラ メ ータの説明

- 保守

- ト ラブルシューテ ィ

ング 

- 付録

簡易取説  KA1036P - 設置

- 配線

- 現場操作

- 設定

- この ド キ ュ メ ン ト は製品に添付されてい

ます。

- この ド キ ュ メ ン ト は同梱された CD マ

ニュ アルにも記載されています。

- この ド キ ュ メ ン ト はまた、 イ ン ターネ ッ

ト から入手でき ます。 

→www.endress.com →Download を参照し て

く ださい （英文のみ）。
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1 安全注意事項

1.1 指定用途

セ ラバー M は、 圧力およびレベル測定用の圧力伝送器です。

製造者は製品の間違った使用や、 使用目的以外の使用によ り 起こ った損害に対し ては責任を負
いません。

1.2 設置、 設定、 操作

製品は最新技術の安全要求事項を満たすよ う 設計されてお り 、 適用される基準および EU 規制に
準拠し ています。 ただし、 間違って使用し た り 、 本来の使用目的でない用途で使用し た場合は、
間違った設置や設定によ るオーバーフ ローなどの危険が発生するおそれがあ り ます。 こ う し た理
由から、 測定システムの設置、 電源への接続、 設定、 操作、 および保守は、 同施設に所属のオ
ペレータ など、 訓練を受けた有資格認定専門家のみが行 う 必要があ り ます。 専門ス タ ッ フは取扱
説明書を よ く 読んで理解し、 これに従わなければな り ません。 本取扱説明書で認めている場合以
外は、 この機器の改造や修理は行なわないで く ださい。 ネームプレー ト にあ る技術データおよび
情報に注意し て く ださい。

1.3 安全な操作と プロセス

安全な操作およびプロセス を行 う ため、 機器の設定、 試験、 運転中は別の方法で監視する必要
があ り ます。

危険 !

機器を分解する場合は、 圧力がかかっていない状態でのみ行って く ださい。



セラバー M アナログ 安全注意事項

エン ド レスハウザー ジャパン 5

1.4 安全に関する表記規則と記号

本書で安全に関連し た、 また別の運用手順を強調するため、 以下の表記規則が使用されてお り 、
それぞれ欄外に対応する記号を示し ています。

記号 意味

#
危険 ！
危険は、 正し く 実施し ない と 重大な人身事故、 機器の安全性の欠陥や損傷が発生する

よ う な動作や手順を表し ています。

"
警告 ！
警告は、 正し く 実施し ない と 人身事故や機器の誤動作が発生する よ う な動作や手順を

表し ています。

!
注意 !

注意は､正し く 実施し ない と 操作に間接的に影響を与えた り 、 機器の一部が計画外の反

応を示す可能性があ る よ う な動作や手順を表し ています。

%
直流電流

直流電圧が印加される、 または直流電流が流れる端子です。

&
交流電流

交流電圧 （正弦波） が印加される、 または交流電流が流れる端子です。

)
アース接続
オペレータに関する限 り 、 アース端子はアースシステムによ り すでに接地されていま

す。

*
保護接地接続
他の接続を確立する前に、 アースに接続し てお く 必要があ る端子です。

+
等電位接続

プラ ン ト アースシステムに接続する必要があ る接続です。 国内または企業の慣例によ

り 、 等電位線またはス ターアースシステムにな り ます。

温度変化に対する接続ケーブルの干渉イ ミ ュ ニテ ィ  
接続ケーブルは少な く と も温度 85 ℃に耐えなければな ら ないこ と を示し ています。

安全注意事項

関連する取扱説明書の安全のしお り に従って く だ さい。

>=t   85°C
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2 識別情報

2.1 伝送器のデザイ ン （仕様）

2.1.1 ネームプレー ト

注意 !

• MWP （最大作用圧力） はネームプレー ト に指定されています。 この値は ANSI フ ラ ンジの基準
温度であ る摂氏 20 ℃ （華氏 68°F） あ るいは華氏 100°F （摂氏 38 ℃） を指し ています。 

• 高温で許容される圧力値は以下の規格に示されています。
- EN 1092-1 ： 2001 Tab. 18 1)

- ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2-2.2 F316
- ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2.3.8 N10276
- JIS B 2220

• テス ト 圧力は測定機器の過圧限界 （OPL) = MWP x 1.5 2) と し ます。
• 圧力装置指示書 （EC Directive 97/23/EC） では略語 「PS」 を使用し ます。 この略語 「PS」 は測

定機器の MWP （最大作用圧力） と同じです。

アル ミ ハウジング 

P01-xMx5xxxx-18-xx-xx-xx-000

図 1 ： ネームプレー ト

1 機器名

2 オーダーコード （完全）

3 ID ナンバー （再オーダー用）

4 シ リ アル番号 （識別用）

5 MWP （最大作用圧力）

6 電子回路イ ンサー ト の種類 （出力信号）

7 最小 / 最大スパン

8 基準測定レ ンジ

9 電源電圧

10 長さの単位

11 入力な し

12 圧力機器指令 （PED） に関する ID ナンバー （オプシ ョ ン）

13 認定

14 保護等級

15 接液部材質

16 入力な し

17 具体的な認定情報

18 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

19 機器のバージ ョ ン

1) 安定温度特性に関し て、 材料 1.4435 および 1.4404 は EN 1092-1 Tab. 18 の 13EO のも と で同じ グルー

プにま と められます。 2 つの材料の化学構造は同じです。

2) 数式は 40 bar （600 psi） または 100 bar （1500 psi） 測定セルの PMP51 および PMP55 には適用されま

せん。 

2
1

3 4
5

8
6

9 10
7

11
12

13 14

15 16

17

17
18

19
Ex works SW:

Dev.Rev.:

Mat.:

2
5
0
0
0
5
7
5
6
-–

2
5
0
0
0
2
7
5
5
-–

Ident-No.: Ser.-No.:

Vmax.

Span

P

MWP

Order Code:

Made in Germany, D-79689 Maulburg
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酸素使用に適し た機器には、 追加のネームプレー ト がはめ込まれています。

P01-xxxxxxxx-18-xx-xx-xx-000

図 2 ： 酸素使用に適し た機器の追加ネームプレー ト

1 酸素使用時の最大圧

2 酸素使用時の最大温度

3 ネームプレー ト のレ イ ア ウ ト 識別

ステンレス製ハウジング、 ハイジ ェ ニ ッ ク

P01-xMx5xxxx-18-xx-xx-xx-001

図 3 ： ネームプレー ト  

1 機器名

2 オーダーコード （完全）

3 ID ナンバー （再オーダー用）

4 シ リ アル番号 （識別用）

5 基準測定レ ンジ

6 MWP （最大作用圧力）

7 長さデータ

8 電子回路イ ンサー ト の種類 （出力信号）

9 配線接続

10 電源電圧

11 最小 / 最大スパン

12 接液部材質

13 入力な し

14 圧力機器指令 （PED） に関する ID ナンバー （オプシ ョ ン）

15 具体的な認定情報

16 保護等級

2.2 納入範囲

製品の納入範囲は下記の通 り です。

• 機器 
• マニュ アル （英文） 付き CD-ROM
• オプシ ョ ンア ク セサ リ

ド キ ュ メ ンテーシ ョ ン ：

• 取扱説明書 BA385P、 技術仕様書 TI436P は、 2 ページの 「本書の概要」 を参照し て く ださい。
• 簡易取扱説明書 ： KA1036P （英文）
• 検査レポー ト
• オプシ ョ ン ： 出荷時校正フ ォーム、 試験認定証

2.3 CE マーク

機器は最新技術の安全要求事項を満たすよ う 設計、 テス ト され、 製品を安全に操作でき る条件
で工場から出荷されま し た。 機器は EC 適合宣言に示され、 適用される基準および規制に準拠し
ているため、 EC 指令の法令要件に準拠し ます。 エン ド レ スハウザーは CE マーク を添付する こ
と によ り 、 機器が準拠し ている こ と を保証し ます。

Pmax
Tmax

for oxygen service
Bei Sauerstoffeinsatz/

31
2

1

4

2

3

5
6

7
8 9

11

10

12

13

14

15

15

16

0
0
2
7
5
8
-–

cable entry:L=

Span

Mat.

0
0
2
7
5
7
-–

p

Order Code:

Ident-No.:

Ser.-No.:

MWP

D-79689 Maulburg
Made in Germany,



識別情報 セラバー M アナログ

8 エン ド レスハウザー ジ ャパン

2.4 登録商標

KALREZ （カルレ ッ ツ）、 VITON （バイ ト ン）、 TEFLON （テフ ロ ン）
E.I. Du Pont de Nemours & Co., Wilmington, USA の登録商標です。

TRI-CLAMP （ ト リ ク ラ ンプ）
Ladish & Co., Inc., Kenosha, USA の登録商標です。

GORE-TEX® （ゴアテ ッ ク ス）
W.L. Gore & Associates, Inc., USA の登録商標です。
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3 設置

3.1 受け入れ確認と保存

3.1.1 受け入れ確認

• 製品がパッ キング されていてダ メ ージを受けていないこ と を確認 く ださ い。
• 注文し た型式通 り の製品であ る こ と を確認し て く ださい。

3.1.2 保存

製品は乾燥し ている、 清潔な場所で、 衝撃などのダ メ ージを受けないよ う な場所に保存し て く
ださい （EN 837-2）。

保存温度範囲 ：

• - 40 ～ +90 ℃
• 機器本体デ ィ スプレ イ ： -40 ℃～ +85 ℃
• 分離ハウジング ： -40 ～ +60 ℃

3.2 設置条件

3.2.1 寸法

寸法については、 技術仕様書 （セ ラバー M TI436P） のセ ク シ ョ ン 「機械的構造」 を参照し て く
ださい。 2 ページの 「本書の概要」 も参照し て く ださい。



設置 セラバー M アナログ

10 エン ド レスハウザー ジ ャパン

3.3 設置指示書

注意 !

• セラバー M の設置方向によ っては、 タ ン ク が空または部分的に満た されている場合に、 伝送
器がゼロ点を表示し ないなど、 ゼロ点がシフ ト する こ と も あ り ます。 こ のゼロ点シフ ト を校正
でき ます。 24 ページのセ ク シ ョ ン 5.1.2 「動作構成部品の機能」 を参照。 

• PMP55 については、 12 ページのセ ク シ ョ ン 3.3.2 「ダ イヤフ ラ ムシールのあ る機器の設置指示
書 － PMP55」 を参照し て く ださい。

• エン ド レ スハウザーはパイプまたは壁に設置するための取付け金具を提供し ます。
15 ページのセ ク シ ョ ン 3.3.5 「壁、 配管への取付け （オプシ ョ ン）」 を参照。

3.3.1 ダイヤフ ラムシールのない機器の設置指示書 － PMP51、PMC51

注意 !

• （冷水などによ る） ク リ ーニング中に熱 く なったセ ラバー M を冷却する場合、 短時間真空状態
になる ため、 圧力補正部分 （1） を介し て湿気がセンサに入 り 込みます。 この場合、 圧力補正
部分 （1） を備えたセラバー M は下向きに取 り 付けて く ださい。

• 圧力補正部分と GORE-TEX® フ ィ ルタ （1） が汚染し ないよ う にし て く ださい。
• ダ イヤフ ラ ムシールのないセラバー M 伝送器は、 圧力計の基準 （DIN EN 837-2） にし たがっ

て取 り 付け られています。 遮断機器と サイ フ ォ ン管を使用する こ と をお勧めし ます。 設置方向
は測定用途によ り ます。

• ダ イヤフ ラ ムを硬いまたは先が尖った物で ク リ ーニング し た り 、 触れないで く ださい。

気体中の圧力測定 

P01-PMx5xxxx-11-xx-xx-xx-003

図 4 ： 気体中の圧力測定の測定調整

1 セ ラバー M

2 遮断機器

• 凝縮液がプロセス内に流れる よ う に、 タ ッ ピングポイ ン ト の上側に遮断機器と セ ラバー M を
取 り 付けて く ださい。

1

1

1

➁

➀



セラバー M アナログ 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 11

蒸気中の圧力測定

P01-PMx5xxxx-11-xx-xx-xx-004

図 5 ： 蒸気中の圧力測定の測定調整

1 セ ラバー M

2 遮断機器

3 U 字形サイ フ ォ ン管

4 環状サイ フ ォ ン管

• タ ッ ピングポイ ン ト 下側にサイ フ ォ ン管と セラバー M を取 り 付けて く ださ い。 
• 設定前にサイ フ ォ ン管を液で満た し て く ださい。 

サイ フ ォ ン管によ り 温度を周囲温度近 く まで下げる こ と ができ ます。

液体中の圧力測定

P01-PMx5xxxx-11-xx-xx-xx-005

図 6 ： 液体中の圧力測定の測定調整

1 セ ラバー M

2 遮断機器

• タ ッ ピングポイ ン ト よ り 下側または同じ高さ に遮断機器と セ ラバー M を取 り 付けて く ださ い。

➂

➀

➁

➃

➀

➁

➁

➀
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レベル測定

P01-xMx5xxxx-11-xx-xx-xx-000

図 7 ： レベルの測定調整

• セラバー M は必ず、 最も低い測定点よ り 下に設置し て く ださ い。
• 封入カーテンにおける、 タ ン ク排出口またはアジテータ またはポンプからの圧脈によ る影響

があ る よ う な容器中のあ るポイ ン ト には本機器を取 り 付けないで く ださ い。
• ポンプの吸入部分には本機器を取 り 付けないで く ださ い。
• 遮断機器の下流に機器を取 り 付ける と、 校正や機能テス ト を よ り 簡単に行 う こ と ができ ます。

PVDF 交換可能ネジ込みボス

注意 !

PVDF 交換可能ネジ込みボスのあ る機器には、 最大 ト ルク 7 Nm （5.16 lbs ft） が可能です。 温度
と圧力が高 く なる と、 ネジ込み接続部が緩 く なる可能性があ り ます。 つま り 、 完全にネジ込まれ
ている こ と を定期的に検査し、 上記の指定 ト ルク で締め付ける必要があ る こ と を意味し ていま
す。 1/2 NPT ネジを密閉する場合は、 テフ ロ ンテープの使用をお勧めし ます。

3.3.2 ダイヤフ ラムシールのある機器の設置指示書 － PMP55

注意 !

• ダ イヤフ ラ ムシールのあ るセラバー M 機器は、 ダ イヤフ ラ ムシールのタ イプによ り ネジ込み、
フ ラ ンジ取付け、 またはク ラ ンプで固定されています。

• ダ イヤフ ラ ムシール と圧力伝送器を合わせる と、 封入液に満た された閉じ た校正システムが
形成されます。 封入液の穴は密閉されてお り 、 開ける こ と はでき ません。

• ダ イヤフ ラ ムシールのダ イヤフ ラ ムを硬いまたは先が尖った物で ク リ ーニング し た り 、 触れ
ないで く ださい。

• 設置する直前までダ イヤフ ラ ム保護キ ャ ッ プを取 り 外さ ないで く ださ い。
• 取付け金具を使 う 場合、 キ ャ ピ ラ リ が下に曲が り すぎないよ う にキ ャ ピ ラ リ に十分な空間を

確保する必要があ り ます （曲げ半径 ≥100 mm）。
• キ ャ ピ ラ リ チューブ内の封入液の静圧値によ って、 ゼロ点がシフ ト し ます。 こ のゼロ点のシフ

ト は補正する こ と が可能です。
• セラバー M TI436P の技術仕様書、 セ ク シ ョ ン 「ダ イヤフ ラ ムシールシステムの計画について」

に詳細が記載されている よ う に、 ダ イヤフ ラ ムシール封入液の許容使用範囲を確認し て く だ
さい。

よ り 正確な測定結果を得るため、 また機器の故障を避けるために、 キ ャ ピ ラ リ は下記のよ う に
設置し て く ださい。

• 振動の影響が少ない場所に設置し て く ださ い （測定対象以外の圧力影響を避けるため）。
• ヒ ーテ ィ ングまたはクー リ ング ラ イ ンの近辺に設置し ないで く ださ い。
• 周囲温度が基準温度よ り 下回っているか上回っている場合は断熱し て く ださい。 
• 曲げ半径は ≥100 mm。
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真空での使用

真空下の用途では、 圧力伝送器をダ イヤフ ラ ムシールの下に取 り 付ける こ と をお勧めし ます。 こ
れによ り 、 キ ャ ピ ラ リ に封入液があ る こ と で発生するダ イヤフ ラ ムシールの真空ロード が避け
られます。 

圧力伝送器をダ イヤフ ラ ムシールの上に取 り 付ける場合、 以下の左側の図にし たがって最大高
差 H1 を超えてはな り ません。 最大高差は、 封入液の密度と ダ イヤフ ラ ムシール （空容器） で発
生でき る最小圧力によ り 異な り ます。 右下の図を参照し て く ださい。 

温度アイ ソ レータの取付け

P01-PMx5xxxx-11-xx-xx-xx-008

流体の温度が常に極端で、 最高許容電子部品温度 +85 ℃を超える よ う な場合に、 温度ア イ ソ
レータ を使用する こ と をお勧めし ます。 上昇する熱の影響を少な く する ために、 機器を水平に設
置するか、 ハウジングを下向きに設置する こ と をお勧めし ます。

さ らに高 く 設置する と、 温度ア イ ソ レータの静圧カ ラ ムのためゼロ点が約 2.1 kPa シフ ト し ま
す。 こ のゼロ点シフ ト を校正でき ます。 24 ページのセ ク シ ョ ン 5.1.2 「動作構成部品の機能」 を
参照。

P01-PMx5xxxx-11-xx-xx-xx-006

図 8 ： ダイヤフ ラムシール部よ り上

方への設置例

P01-PMP75xxx-05-xx-xx-en-011

図 9 ： ダイヤフ ラムシールの圧力による、 真空での使用時

のダイヤフ ラムシール上の最大設置高さのグラ フ

H1

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0
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3.3.3 フ ラ ンジ取付け用シール

P01-FMD7xxxx-11-xx-xx-xx-002

図 10 ： フ ラ ンジ付バージ ョ ンの取付け

1 ダ イ ヤフ ラ ム

2 シール

危険 !

測定結果に影響を及ぼす可能性があ るため、 シールはダ イヤフ ラ ムに押し付けてはな り ません。

3.3.4 断熱 - PMP55

PMP55 は、 あ る高さ までだけ断熱する こ と ができ ます。 最高許容断熱高さは機器上に示され、
熱伝導率 ≤0.04 W/(mxK) の断熱材にて、 最高許容周囲 / プロセス温度 （ ♦ 下表を参照） に適用
されます。 データは最も過酷な用途 「空気静止状態」 で決定されています。

P01-PMx5xxxx-11-xx-xx-xx-010

図 11 ： 最高許容断熱高さ、 例 ： フ ラ ンジ付 PMP55

➁➀

PMP55

周囲温度 （TA） ≤ 70 ℃

プロセス温度 （TP） 最高 400 ℃、 使用する ダ イヤフ ラ ムシール封入液によ る （TI436PDE を参照）

� 0.04�
W

m K•

TP

TA
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3.3.5 壁、 配管への取付け （オプシ ョ ン）

エン ド レ スハウザーはパイプまたは壁に設置するための取付け金具を提供し ます。 

取付け時は以下の点に注意し て く ださい。

• キ ャ ピ ラ リ チューブ付機器 ： 曲げ半径が ≥ 100 mm でキ ャ ピ ラ リ を取 り 付けます。
• 配管に取 り 付ける場合は、最低 5 Nm の ト ルク で金具のナッ ト を均等に締める必要があ り ます。

52
 (

2.
05

)

1
4
0
 (

5
.5

1
)

1
2
2
 (

4
.8

)

70 (2.76)

6 (0.24)

mm (in)

P01-xMx5xxxx-06-xx-xx-xx-001
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3.3.6 「分離ハウジング」 バージ ョ ンの組立と取付け

P01-XMx5xxxx-11-xx-xx-xx-009

図 12 ： 「分離ハウジング」 バージ ョ ン

1 「分離ハウ ジング」 バージ ョ ンの場合、 プロセス接続と ケーブルがすでに取 り 付け られた状態で納入

されます。

2 接続ジ ャ ッ ク付ケーブル

3 圧力補正

4 コネ ク タ

5 ロ ッ ク ネジ

6 ハウジングアダプタ搭載ハウ ジング

7 壁および配管用取付け金具 

組立と取付け

1. コネ ク タ （項目 4） を対応する ケーブルの接続ジ ャ ッ ク （項目 2） に挿入し ます。

2. ケーブルをハウ ジングアダプタ （項目 6） に差し込みます。

3. ロ ッ ク ネジ （項目 5） を締め付けます。

4. 取付け金具 （項目 7） を使用し て壁または配管にハウジングを取 り 付けます。 
配管に取 り 付ける場合は、 最低 5 Nm の ト ルク で金具のナッ ト を均等に締める必要があ り ま
す。
曲げ半径 （r） ≥ 120 mm でケーブルを取 り 付けます。

r � 120 mm1

2

3
4

5

6

7
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3.3.7 PMP51、 ダイヤフ ラムシール取付用 - 溶接の推奨事項

P01-PMP71xxx-11-xx-xx-xx-000

図 13 ： バージ ョ ン U1 ： ダイヤフ ラムシール取付用

1 封入液の穴

2 ベア リ ング

3 位置決めネジ

A1 下の 「溶接の推奨事項」 表を参照

エン ド レ スハウザーは、 次のよ う に 4.0 MPa センサまでのオーダーコード で機能 110 「プロセス
接続」 「XSJ - ダ イヤフ ラ ムシール取付用」 のダ イヤフ ラ ムシールに溶接する こ と をお勧めし ま
す。 隅肉溶接の最大溶接深度は 1 mm で、 外径は 16 mm です。 溶接は WIG 方法にし たがって行い
ます。

3.4 カバーの密閉 

電子回路のカバーは、 ハウジングで止ま る まで手でし っか り と閉めます。 

3.5 設置後の確認

機器の設置後、 以下の点を確認し ます。

• すべてのネジがし っか り と締ま っているか。
• ハウジングカバーはし っか り と ネジで留められているか。

連続シーム

番号

DIN 8551 に準拠した

スケッチ / 溶接開先型、

寸法

基本材質のマッチング 溶接プロセス

DIN EN 

ISO 24063

溶接位置 不活性ガス、

添加剤

A1 用センサ

≤ 4.0 MPa

（600 psi）

P01-PMP71xxx-11-xx-xx-xx-001

1.4435 （SUS 316L 相

当） 製アダプタ を

1.4435 または 1.4404

（SUS 316L 相当） 製の

ダ イ ヤフ ラ ムシールに

溶接

141 PB 不活性ガス

Ar/H 95/5

添加剤 ： 

1.4430

（ER 316L Si）

ø2.5

5

➀ ➂➁

ø7.95

A1

s1 a0.8



配線 セラバー M アナログ

18 エン ド レスハウザー ジ ャパン

4 配線

4.1 機器の接続

注意 !

• IEC/EN 61010 にし たがって適切なブレーカーを機器に設ける必要があ り ます。
• 過電圧保護機能付きの装置は接地する必要があ り ます。
• 逆極性、 HF 影響、 過電圧ピーク に対する保護回路が搭載されています。

手順

1. 電源電圧がネームプレー ト 上の電源電圧に対応し ている こ と を確認し ます。

2. 電源電圧のス イ ッチを切ってから機器を接続し ます。 

3. ハウ ジングカバーを取 り 外し ます。

4. ケーブルをグ ラ ン ド に通し ます。 でき るだけ 2 芯ツ イ ス ト シール ド ケーブルを使用し て く だ
さい。

5. 以下の図面にし たがって機器を接続し ます。

6. ハウ ジングカバーをネジで留めます。

7. 電源電圧のス イ ッチを入れます。

P01-PMD55xxx-04-xx-xx-xx-010

配線接続 4 ～ 20 mA 

1 電源および信号の端子

2 テス ト 端子

3 アース端子

4 電源電圧 ： DC 11.5 ～ 45 V （プラ グ コネ ク タ搭載バージ ョ ン ： DC 35 V）

5 外部アース端子

4…20 mA

11.5 V DC

-   +
1

2

3

4

5
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4.1.1 ハーテ ィ ングコネク タ Han7D 付機器

P01-xMD7xxxx-04-xx-xx-xx-000

図 14 ： 左側 ： ハーテ ィ ングコネク タ Han7D との機器の電気的接続 

右側 ： 機器側の接続部

4.1.2 M12 コネク タ付機器

P01-xMD7xxxx-04-xx-xx-xx-008

図 15 ： 左側 ： M12 コネク タ との機器の電気的接続

右側 ： 機器側のコネク タ

エン ド レ スハウザーは、 M12 コネ ク タ付機器に関し て以下のア ク セサ リ を用意し てお り ます。

プラ グ イ ンジ ャ ッ ク M 12x1、 ス ト レー ト
• 材質 ： 本体 PA、 カ ッ プ リ ングナッ ト CuZn、 ニ ッ ケル メ ッ キ
• 保護等級 （完全ロ ッ ク時） ： IP67
• オーダーコード ： 52006263

プラ グ イ ンジ ャ ッ ク M 12x1、 エルボー
• 材質 ： 本体 PBT/PA ； 継手ナッ ト GD-Zn、 ニ ッ ケル メ ッ キ
• 保護等級 （完全ロ ッ ク時） ： IP67
• オーダーコード ： 71091284

M12 ソ ケ ッ ト 付ケーブル 4x0.34mm2、 エルボー、 ねじプラ グ、 5m 長
• 材質 ： 本体 PUR、 カ ッ プ リ ングナッ ト CuSn/Ni、 ケーブル PVC
• 保護等級 （完全ロ ッ ク時） ： IP67
• オーダーコード ： 52010285

4.1.3 7/8" プ ラグ付機器

P01-xxx7xxxx-04-xx-xx-xx-003

図 16 ： 左側 ： 7/8" プ ラグコネク タ付き機器の電気接続

右側 ： 機器側のプ ラグの図

Han7D

–+

+ – –

+

1
5

4

6
7

8

2
3

M12

–+

+ – – +

–

+7/8”

–+

+ –
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4.1.4 バルブ コネク タ付機器

P01-xMx5xxxx-04-xx-xx-xx-005

図 17 ： 左側 ： バルブ コネク タ との機器の電気的接続

右側 ： 機器側のコネク タ

4.2 測定装置の接続

4.2.1 電源電圧

4 ～ 20 mA テス ト 信号の測定

4 ～ 20 mA テス ト 信号は、 測定を妨げずにテス ト 端子から測定でき ます。 対応する測定誤差を
0.1 % 未満に保つには、 現在の測定機器の内部抵抗が < 0.7 Ω を示す必要があ り ます。

4.2.2 ケーブル仕様

• エン ド レ スハウザーは、 2 芯ツ イ ス ト ペアシール ド ケーブルの使用をお勧めし ます。
• 端子 ： 配線断面積 0.5 ～ 2.5 mm2 (20 ～ 14 AWG)
• ケーブル外径 ： 5 ～ 9 mm

4.2.3 負荷

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-003

負荷図

その他のタ イプの保護および非認証機器の場合は、 電源電圧 DC 11.5 ～ 45 V （プラ グ コネ ク タ DC 35 V 搭載

バージ ョ ン）

RLmax 最大負荷抵抗

U 電源電圧

信号出力タイプ

4 ～ 20 mA DC 11.5 ～ 45 V

（プラ グ イ ン コネ ク タ DC 35 V 搭載バージ ョ ン）

– +

–+

+ –

302011.5 U
[V]

40 45

1239

1456

804

369

[ ]�

RLmax

U – 11.5 V
RLmax 0.023 A

�
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4.2.4 遮蔽 / 等電位化

両側 （キ ャ ビネ ッ ト 内および機器上） で遮蔽されている場合、 干渉に対し て最適な遮蔽効果が
得られます。 工場で等電位化電流が予想される場合、 片側のみ、 できれば伝送器側でシール ド接
地を行います。

4.3 等電位化

該当の基準、 法令に従います。 

4.4 過電圧保護 （オプシ ョ ン）

オーダーコード の機能 610 「追加機能」 で 「NA」 と表示されている機器には、 過電圧保護機能
が搭載されています （→ 技術仕様書 TI436P の 「注文情報」 も参照）。 過電圧保護機能は、 出荷
時にケーブルグ ラ ン ド のハウ ジングにネジで取 り 付け られ、 長さは約 70 mm です （取 り 付け時
に多少長 く な る こ と を考慮）。

機器は以下の図のよ う に接続されています。 詳細は、 TI103R/09/en、 XA036R/09/a3、 および
KA161R/09/a6 を参照し て く ださい。

4.4.1 配線

P01-xMx5xxxx-04-xx-xx-en-006
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4.4.2 設置

P01-xMx5xxxx-04-xx-xx-en-007

4.5 接続後の確認

機器の配線が完了し た ら、 以下の点を確認し ます。 

• 電源電圧がネームプレー ト の仕様と一致し ているか。
• 機器は第 4.1 項にし たがって接続されているか。
• すべてのネジがし っか り と締ま っているか。
• ハウジングカバーはし っか り と ネジで留められているか。

機器に電圧が加え られる と、 電子回路イ ンサー ト の緑色の LED が数秒間点灯するか、 接続済み
の機器本体デ ィ スプレ イが作動し ます。
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5 操作

5.1 動作構成部品の位置

操作キーおよび DIP ス イ ッ チは、 機器の電子回路イ ンサー ト の上にあ り ます。 

5.1.1 DIP スイ ッ チの機能

P01-Mxxxxxxx-19-xx-xx-xx-010

図 18 ： 電子回路イ ンサー ト

1 下限設定値 （ゼロ） および上限設定値 （スパン） の操作キー

2 正常な動作を示す緑色の LED

3 機器本体デ ィ スプレ イオプシ ョ ン用ス ロ ッ ト

4 ダン ピング ス イ ッ チオン / オフの DIP ス イ ッ チ

スイッチポジション

「off」 「on」

ダンピングのス イ ッ チがオフになっています。

測定値の変更に続いて、 遅れる こ と な く 出力

信号が出されます。

ダンピングのス イ ッ チがオンになっています。

測定値の変更に続いて遅延時間 τ で出力信号

が出されます。 工場出荷時設定 ： τ = 2 s また

はオーダー仕様によ る）。

➂

➁

on

off1

➃

➀ on

off

Display
Zero

Span

da
m

pi
ng
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5.1.2 動作構成部品の機能

5.2 機器本体デ ィ スプレ イ使用 （オプシ ョ ン）

4 桁の液晶デ ィ スプレ イ （LCD） を使用し ています。 機器本体デ ィ スプレ イは、 測定値、 エラー
メ ッ セージ、 および通知 メ ッ セージを表示し ます。

簡単に操作でき る よ う 、 デ ィ スプレ イは取 り 外すこ と ができ ます （図の手順 1 ～ 3 を参照）。 
デ ィ スプレ イは、 90 mm 長のケーブルで機器に接続されています。

機器のデ ィ スプレ イは 90°単位で回転でき ます （図の手順 4 ～ 6 を参照）。 

これによ り 機器の方向に関係な く 簡単に測定値を読むこ と ができ ます。

P01-Mxxxxxxx-19-xx-xx-xx-011

機能 ：

• 符号、 小数点を含む 8 桁の測定値表示、 電流表示には 4 ～ 20 mA HART のバーグ ラ フ
• 診断機能 （障害および警告の メ ッ セージなど）

操作キー 意味

「Zero」 （ゼロ）

短い時間押す

下限設定値の表示 

「Zero」 （ゼロ）

3 秒以上長押し

下限設定値の取得 

表示された圧力は、 下限設定値 （LRV） と し て承認されていま

す。

「Span」 （スパン）

短い時間押す

上限設定値の表示

「Span」 （スパン）

3 秒以上長押し

上限設定値の取得

表示された圧力は、 上限設定値 （LRV） と し て承認されていま

す。

「Zero」 （ゼロ） および 「Span」 （スパン）

両方短い時間押す

位置調整の表示

「Zero」 および 「Span」 3 秒以上同時に

押す

位置調整

センサ特性曲線がずれ、 表示された圧力がゼロ値になっていま

す。

「Zero」 および 「Span」 12 秒以上同時に

押す

リ セ ッ ト

すべてのパラ メ ータは、 オーダー設定に リ セ ッ ト されます。

1. 2. 3.

4. 5. 6.
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P01-Mxxxxxxx-07-xx-xx-xx-002

以下の表は、 機器本体デ ィ スプレ イに表示される記号を示し ています。 一度に 4 つの記号を表示
でき ます。

記号 意味

エラ ー メ ッ セージ 「仕様範囲外」
機器は、 その技術仕様範囲外で操作されています （ウ ォームア ッ プ中またはク

リ ーニング中など）。

エラ ー メ ッ セージ 「点検モー ド 」

機器は点検モード （た と えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ン中など） です。

エラ ー メ ッ セージ 「保守が必要」

保守が必要です。 測定値は有効な状態を保ちます。

エラ ー メ ッ セージ 「障害を検出」
操作エラーが発生し ま し た。 測定値は有効ではあ り ません。

  

�

�

�

�
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6 設定

危険 !

• 機器に最低許容圧力よ り 少ないか、 最大許容圧力よ り 大きな圧力が表示されている場合は、
メ ッ セージ 「S」 および 「警告」 が交互に出力されます。

警告 !

測定値が表示される測定レンジや単位は、 ネームプレー ト の仕様に対応し ています。

6.1 フ ァ ン クシ ョ ンチ ェ ッ ク

機器の設定を行 う 前に、 チェ ッ ク リ ス ト にし たがって設置後の確認 と配線接続後の確認を行っ
て く ださい。

• 「設置後の確認」 → 17 ページのチェ ッ ク リ ス ト
• 「接続後の確認」 → 22 ページのチェ ッ ク リ ス ト

6.2 設定

電子回路イ ンサー ト のキーで以下の機能を利用でき ます。

• 位置調整 （ゼロ点補正）。 測定機器の向きから発生し た圧力のズレは、 位置調整で補正でき ま
す。

• 下限設定値と上限設定値の設定
• 機器 リ セ ッ ト

注意 !

• 加え られる圧力は、 センサの基準圧力限界内に収ま っている必要があ り ます。 ネームプレー ト
にあ る情報を参照し て く ださい。 

1.) 位置調整の実施 2.) 下限設定値の設定 3.) 上限設定値の設定 4.) 設定の確認

機器に圧力が表示されている。 機器に、 下限設定値に対する目

的の圧力が表示されている。

機器に、 上限設定値に対する目

的の圧力が表示されている。

「Zero （ゼロ）」 キーを短時間押し

て、 下限設定値を表示する。 

↓ ↓ ↓ ↓

「Zero」 （ゼロ） および 「Span」

（スパン） キーを同時に 3 秒以上

押す。

「Zero」 （ゼロ） キーを 3 秒以上

押す。

「Span」 （スパン） キーを 3 秒以

上押す。

「Span （スパン）」 キーを短時間押

し て、 上限設定値を表示する。 

↓ ↓ ↓ ↓

電子回路イ ンサー ト の LED が一

時的に点灯するか。

電子回路イ ンサー ト の LED が一

時的に点灯するか。

電子回路イ ンサー ト の LED が一

時的に点灯するか。

「Zero」 （ゼロ） および 「Span」

（スパン） キーを短時間同時に押

し て、 校正オフセ ッ ト を表示す

る。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

位置調整のため

の加圧が承認さ

れま し た。

位置調整のため

の加圧は承認さ

れませんでし

た。 入力制限値

に従って く だ さ

い。

下限設定値の加

圧が承認されま

し た。

下限設定値の加

圧が承認されま

せんでし た。 入

力制限値に従っ

て く ださい。

上限設定値の加

圧が承認されま

し た。

上限設定値の加

圧が承認されま

せんでし た。 入

力制限値に従っ

て く ださい。
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7 保守
圧力補正部分と GORE-TEX® フ ィ ルタ （1） が汚染し ないよ う にし て く ださい。

P01-xMx5xxxx-17-xx-xx-xx-000.

7.1 外装のク リーニング

機器を ク リ ーニングする と きは、 以下の点に注意し て く ださい。

• 機器の表面およびシール部を腐食し ない洗浄剤を使用する必要があ り ます。
• 先が尖った物などでダ イヤフ ラ ムを機械的に損傷し ないよ う にし ます。 
• 機器の保護等級に従って く ださい。 必要な場合は、 ネームプレー ト を参照し て く ださい （→ 6

ページ）。

11
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8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

8.1 メ ッ セージ

以下の表に、 発生する可能性があ る メ ッ セージの一覧を示し ます。 機器には、 NE107 にし たがっ
て以下の 4 種類のステータ ス情報コード があ り ます。

• F = 障害
• M （警告） = 保守が必要
• C （警告） = フ ァ ン ク シ ョ ンチェ ッ ク
• S （警告） = 仕様外 （自己監視機能を備えた機器で判断される許容周囲条件またはプロセス条

件から逸脱し た場合、 または機器自体のエラーが通常の運転条件で想定される よ り も大きな
測定不確実要素を示し ている場合）。

8.2 測定

メ ッ セージが表示された ら、 以下の手順を行 う こ と ができ ます。

• ケーブル / 圧力値を確認し ます。
• 機器を リ ス ター ト し ます。
• リ セ ッ ト し ます。
この手順でも エラーが修正されない場合は、 

エン ド レ スハウザー社の営業所にご連絡 く ださい。

8.3 エラーに対する出力の応答

エラー発生時、 電流出力の値は 3.6mA であ る と し ます。

8.4 修理

エン ド レ スハウザーの修理に対する概念によ り 、 測定機器はモジュール式設計になってお り 、
お客様も修理ができ る よ う になっています （ 29 ページ、 セ ク シ ョ ン 8.5 「スペアパーツ」 を参
照）。

注意 !

• 点検およびスペアパーツについて詳細は、 エン ド レ スハウザーのサービ ス担当者にご連絡 く
ださい。 → www.endress.com/worldwide を参照し て く ださい。
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8.5 スペアパーツ

ご使用の機器のスペアパーツの概要は、 Web サイ ト （www.endress.com） でご覧いただけます。
スペアパーツの情報を入手するには、 以下の手順に従います。

1. 「www.endress.com」 を開き、 居住国を選択し ます。

2. 「Instruments （機器）」 を ク リ ッ ク し ます。

3. 製品名を 「product name （製品名）」 フ ィ ール ド に入力し ます。

4. 機器を選択し ます。

5. 「Accessories/Spare parts （ア ク セサ リ / スペアパーツ）」 タブを ク リ ッ ク し ます。

6. 必要なスペアパーツを選択し ます （画面右側の概要の図を使用する こ と もでき ます）。

スペアパーツを注文する場合、 必ずネームプレー ト に示されたシ リ アル番号をひかえて く ださ
い。 必要な場合は、 スペアパーツにも交換手順の指示が記載されています。
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8.6 返却

機器を修理または検査のために送付する前に、 以下の点を確認し て く ださい。

• メ デ ィ アが詰ま っている可能性があ る よ う なシール部の溝やすき間に特に注意し ながら、 メ
デ ィ アの形跡をすべて取 り 除き ます。 これは、 メ デ ィ アが人体に有害な場合に特に重要な点で
す。 

機器を返却する場合は、 以下を同封し て く ださい。

• 正式に記入および署名された 「安全 / 洗浄確認依頼書」 （ページ ii を参照）
• エン ド レ スハウザーが返却された機器を検査または修理でき る場合のみ
• メ デ ィ アの化学特性および物理特性
• 用途の説明
• 発生し たエラーの説明
• 必要に応じ て EN 91/155/EEC に準拠し た安全データ シー ト など、取扱いに関する特殊な指示書

8.7 廃棄

廃棄する場合は、 材料に応じ て機器の構成品を分けて、 リ サイ クル回収し ます。

8.8 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

日付 ソフトウェア

バージョン

ソフトウェア変更 関連文書

CD-ROM 取扱説明書

10.2009 01.00.zz オ リ ジナルソ フ ト ウ ェア。 CD512P/00/A2/10.09

71103445

BA385P/00/EN/10.09

71102503
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9 技術データ
技術データについては、 技術仕様書 TI436P の 2 ページ、 「本書の概要」 のセ ク シ ョ ンを参照し
て く ださい。
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10 付録

10.1 特許事項

これらの製品は、 少な く と も以下のいずれかの特許によ り 保護でき ます。 それ以降の特許は申請
中です。

• US 5,836,063 A1 i EP 0 797 084 B1
• US 5,877,424 A1 i EP 0 780 674 B1
• DE 203 05 869 U1
• US 6,363,790 A1 i EP 0 995 979 B1
• US 5,670,063 A1 i EP 0 516 579 B1
• US 5,539,611 A1
• US 5,050,034 A1 i EP 0 445 382 B1
• US 5,005,421 A1 i EP 0 351 701 B1
• EP 0 414 871 B1
• EP 1 061 351 B1
• US 5,334,344 A1 i EP 0 490 807 B1
• US 6,703,943 A1





■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA385P/33/JA/10.09
 

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

02.12/ マーコムグループ

■仙台サービス
〒 981-3125 仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel. 022(371)2511　Fax. 022(371)2514

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 461-0034  名古屋市東区豊前町 2-28-1

Tel. 052(930)5300　Fax. 052(937)1180

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464
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